
○　目的

○　事業概要

１ お茶の京都・東京しぶや戦略的交流事業
２ 東京の資源を活用した宇治茶のプレミアムブランド化事業
３ お茶の京都・東京しぶや交流拡大事業

　観光地域づくりの基礎となるマーケティングや認知度向上のため
のプロモーションを積極的に展開し、宇治茶ブランドを高級・高品
質化して東京をマーケッティングとして売り込む。令和２年度から
５か年事業を予定している。

事業内容

担当所属名 経済環境政策推進室 直通電話番号 64 － 1360

　京都山城地域（お茶の京都地域：宇治市、城陽市、八幡市、京田
辺市、木津川市、久御山町、井手町、宇治田原町、笠置町､和束
町、精華町及び南山城村）と東京都渋谷区との連携により、東京の
資源を活用した宇治茶のプレミアム化などの事業を、総合的・継続
的に推進・展開することにより、事業の拡大・レベルアップを図り
つつ、企業間・住民間等の多様な「つながり」の構築を進め、関係
人口の創出・拡大を推進することを目的とする。

 京都やましろ地域としぶや連携交流事業負担金　７０４千円

予算額 704 千円 新規・拡充
継続の別 新規

令和２年度　当初予算主な事業

事業名 京都やましろ地域と東京しぶや連携交流事業



担当所属名 経済環境部産業振興課 直通電話番号 64 － 1364

○　目的
　高齢者に防犯機能付き電話機等の購入・設置を促し、特殊詐欺被害の
未然防止を図ることを目的とする。

○　事業概要
　65歳以上の方がいる世帯を対象に「特殊詐欺を未然に防止することを
目的に製造された電話機等」の購入費の一部（購入金額の１／２、上限
5,000円、市内店舗での購入に限る）を補助する。

事業内容

予算額 250 千円 新規・拡充
継続の別 新規

令和２年度　当初予算主な事業

事業名 特殊詐欺等防止対策事業（録音機能付き電話機購入補助）



○　目的

○　事業概要

【３Ｄプリンター】 同志社大学連携型起業家施設Ｄ－ｅｇｇ

担当所属名 経済環境部産業振興課 直通電話番号 64 － 1364

事業内容

　本市は平成２６年度より関係支援機関、事業者とのネットワークを生
かした中小企業売込み隊事業を展開し、企業の販路拡大に努めてきた。
その中で、今後の課題である、新製品開発等の技術向上、新事業への取
り組み、担い手の確保と育成を目的に、本市の技術拠点の一つである同
志社大学連携型起業家育成施設「D-egg」に、３Dプリンター等の機器を
設置したFabスペースを設置することで、多様な技術やノウハウを持つ人
材や企業が集うコミュニティ形成を支援する。

Fab:製作（Fabrication）の意味

　本市の創業支援・産業支援の拠点であるD-eggびFabスペースを設
置。運営管理等は本市の産業支援機関ネットワークである「京田辺中
小企業売込み隊」で実施。運営期間は、２年６ヶ月とする。（終了１
年前に今後の継続を検討）
経費
施設借り上げ費　５６５千円
設置運営費　２，５００千円（京田辺中小企業売込み隊事業費より負
担）

予算額 3,065 千円 新規・拡充
継続の別 新規

令和２年度　当初予算主な事業(市独自）

事業名 Fabスペース設置事業



○　目的

○　事業概要

担当所属名 経済環境部産業振興課 直通電話番号 64 － 1364

　市の中核拠点である近鉄新田辺駅、ＪＲ京田辺駅間を中心とする地域
には多くの商業者が店舗を設置し営業活動を行っている。
　ここに多くの市民が集い明るく盛り上がるイベントを開催することで
地域の活性化を図る。

　新田辺駅前において、京田辺市商工会、京田辺市観光協会や沿道店舗
などと協働で、地域の活性化に繋がるイベントを開催する。
　事業実施に向けては、幅広い関係者で話し合う場を設け、多くの意見
をを集めながら、民間事業者の活力を発揮し広く市民が楽しめるイベン
トのあり方を検討する。
　そのイベントが安全かつ盛況に行われるよう、ガードマン配置費用な
ど必要な経費に対して支援する。

事業内容

予算額 700 千円 新規・拡充
継続の別 新規

令和２年度　当初予算主な事業

事業名 新田辺駅前イベント開催事業



○　目的

○　事業概要

茶んすの事業

担当所属名 経済環境部農政課 直通電話番号 64 － 1362

　玉露の茶器と茶葉のセットを転入記念品として配布した世帯につい
て、市民と市民団体のお茶を通じた交流の場への参加を勧奨し、また、
市民のサロン活動等の場においてお茶の淹れ方教室等を開催すること
で、特産品である茶に親しみ、産地に暮らす市民として茶業への理解を
深め、ひいては茶業・農業への参加を促す機会を創出する。

①　日本茶インストラクターで構成されるお茶の普及をしている市民団
体「喫茶去茶んす」と連携し、農政課主催で呈茶のイベント（転入者は
無料。一般は実費負担の予定）を開催する。

②　区・自治会、老人クラブなどで行われている高齢者サロン、子育て
サロン等に参加し、京田辺玉露のＰＲ、玉露の淹れ方・飲み方教室の開
催、茶摘み作業への参加の勧奨などを行う。

事業内容

予算額 180 千円 新規・拡充
継続の別 新規

令和２年度　当初予算主な事業

事業名 お茶（玉露）を通じた市民交流の場づくり事業



○　目的

○　事業概要

担当所属名 経済環境部農政課 直通電話番号 64 － 1362

　農業者の高齢化が進み、農作業中の事故の危険性が高まるとともに、
集落営農など農業の集団化による農業機械の大型化が進み、事故の被害
がより深刻になると考えられることから、今後、農業者の農作業中の事
故への保障及び遺族への援護を目的に、ＪＡ等に申し込んで加入する労
災保険の特別加入の促進を図るため、保険料の補助を行う。

年間保険料の１／２（上限額１６，０００円）を補助（３年間）。
事業内容

予算額 80 千円 新規・拡充
継続の別 新規

令和２年度　当初予算主な事業

事業名 農業者労災保険加入促進事業



○　目的

○　事業概要

担当所属名 経済環境部農政課 直通電話番号 64 － 1362

　綴喜西部土地改良区所有の田辺排水機場は、整備後約６０年が経過
し、施設の老朽化が著しく、安定した運用を行うために改修が必要であ
る。また、流域の開発等による排水量の増加により、台風や豪雨の際に
は排水能力が不足し、冠水が発生している。
　こうした状況から、農地はもとより、市街地の安全安心の確保を図る
ため、改修事業に対し支援を行う。

　田辺排水機場の改修事業は、京都府が事業主体となって、令和元年度
から令和７年度を予定実施期間として全面改修が行われる。事業では排
水機場の建て替えと木津川への放水路の付け替え、排水ポンプの更新が
行われ、排水能力は現況の２倍に強化される計画である。令和元年度か
ら用地測量や実施設計が順次行なわれた後、工事着手となる予定。本市
は本事業に対し、事業費の一部を負担する。

事業内容

予算額 13,000 千円 新規・拡充
継続の別 継続

令和２年度　当初予算主な事業

事業名 田辺排水機場更新事業（基盤整備促進事業費）



○　目的

○　事業概要

担当所属名 経済環境部農政課 直通電話番号 64 － 1362

　当該地区の排水路は水路底が高く水捌けが悪いことから、野菜等の生
産意欲はあるものの、実際には畑地利用については、排水不良により生
産が困難な地域となっている。
　そこで、乾田化により、水捌けを良くして圃場の機能向上を図り、地
域全体のブロックローテション※による転作が可能となる条件を整備す
ることで、京田辺市特産の「えびいも」や「京都田辺茄子」の生産拡大
や、地域農業の担い手等への農地集積を推進する。

※ブロックローテション：水田の転作作物の生産性を向上させるため、
地区全体を数ブロックに区分し、順次、移動させる集団転作の方法

　各農地に暗渠排水管及び集水桝等を設置し、排水の改善を行う。

事業内容

予算額 14,000 千円 新規・拡充
継続の別 継続

令和２年度　当初予算主な事業

事業名 東地区農地乾田化事業（農地耕作条件改善事業）



○　目的

○　事業概要

担当所属名 経済環境部環境課 直通電話番号 64 － 1366

事業内容

予算額 4,975 千円 新規・拡充
継続の別 継続

令和２年度　当初予算主な事業

事業名 ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ普及啓発事業

本市の地球温暖化対策実行計画（区域施策編）改訂版のＣＯ２削減目標を
達成するため、年間を通じて市民に低炭素型の商品・サービスの利用といっ
た賢い選択を促す国民運動「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ」を展開することで、家庭や
個人の積極的な地球温暖化対策への取組の拡大・定着を目指す。

本市の地球温暖化対策実行計画（区域施策編）改訂版のＣＯ２削減目標を達成

するためには、市民一人ひとりの積極的な地球温暖化対策への取組が求められて

いる。

国（環境省）は、第５次環境基本計画において「低炭素型の商品・サービスの利

用といった賢い選択を促す国民運動「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ」を展開する。」として、

平成２８年度より「地方と連携した地球温暖化対策活動推進事業として非営利法人

を通じて、市町村が国民運動「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ」を企業等連携して、通年にわ

たり展開する普及啓発活動に対してその費用の全額を補助する制度を創設し、支

援している。

本市も当該補助事業を活用し、地球温暖化対策の普及啓発を進める。

１ クールチョイスの普及啓発

（１）市内公共施設・公用車等にポスター等掲出
（２）市職員への啓発用ポロシャツ等の配布

２ クールチョイス情報紙
（１）情報紙の作成・全戸配布
３ 環境フェスタブース出展

（１）エコドライブシミュレータ

の体験、認定証の作成

４ 大学と連携した環境教育の実施
（１）環境学習ハンドブックの作成
（２）小学校での環境授業の実施



○　目的

　 可燃ごみ広域処理施設建設に向けた敷地の粗造成工事
　（令和２年度～令和４年度継続事業）

○　事業概要

　令和２年度　敷地粗造成工事【準備工（伐採等）】　
　令和３年度　敷地粗造成工事
　令和４年度　敷地粗造成工事

令和2年度　当初予算主な事業

事業名 可燃ごみ広域処理施設敷地粗造成事業

予算額 56,000 千円 新規・拡充
継続の別 新規

担当所属名 経済環境部ごみ広域処理推進課 直通電話番号 63 －

事業内容

2679

【可燃ごみ広域処理施設イメージ図】
今後の事業進捗状況により変更する場合があります。


